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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

　わが 国におけ る精神薄弱児教育は ， 学校教育 の 領域と社会福祉施設の 領域 の 中で 芽ばえ て発

展 した 。 そ の 主導的役割を果た した代表的機関が
， 教育面で は東京高等師範学校 附属小学校補

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （1）

助学級で あ り， 社会 福 祉面で は滝 乃 川 学園で あ ると言われ て い る 。 滝乃川学園は，石井亮一

（1867 〜1937）創談に よ るわ が国最初の 精神薄弱児 福祉施設で ある。石井 は欧米の 近代的な精

神薄弱児教育をわが国に紹介，特に E ．O ．　Seguin（1812〜
’80）の 生理 学 的教育法 を導入 し，

「教育 と医療 と宗教」を通 じて 精 神 薄弱 児を育成，なお 「施設職員の 養成」な ど障害児教育史
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （2）
に偉大な足跡を残 した人 として知 られて い る 。 脇田良吉は滝乃川学園を して 「我国低能卑教育
　 　 　 （3）
の 根拠地」で あると指摘 して い る よ うに，同学園，換言すれば，石井 の こ の 教育実践 はわが国

にお ける精神薄弱児教育の 出発点で ある と言 っ て もよ い 。 従 っ て ，当然な こ とで あるが ， 滝乃

川学園蕈びに石井に関す る教育学的論稿 も数多 く報告されて い 筍。 しか しなが ら・ そ うした報

告に は ， 石井の 精神薄弱児教育 を体育的立 場か ら本格的に検討を加 えた もの は見 当た らな い
。

体育が石井 の 精神薄弱児教育の 中で 大きな比重を 占め て い た こ とは
， 彼の 代表的著作で ある

「教育学講義」に見 られ る体育器 「白痴 児其 研 究及 教育」に お ける運動譱笈び 「治療教育技
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （6）
術」 に お ける 「遊戯競技」論か らも明 らかなこ とであ る 。 そ の 意味で石井の 精神薄弱児教育論

を概観す る場合 には ， 彼が 体育を ど の よ うに と らえ ， どの よ うな体育的内容 や方法で実践 した

か も検討の 対象 に加えな ければ ， 彼の 精神薄弱児教育 に 関す る全体像揮明 らか に され た とは言

え な い だ ろう。 加 え て ，彼の そ の 体育論形成 の 背景 や影響な どにつ い て 検討す るこ とも， 精神

薄弱児教育史上有意義な こ と と考え られる 。

　なお ， 本稿は ， 拙稿 「日本における心身障害者体育 に関す る史的研究」 に お ける第 6 報まで
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の 盲学校体育及 び聾学校体育を 中心 と した史的研究に続 くもの で ある こ とを附記 して おきた い
。

1　 目 的

　石井亮
一

の 精神薄弱児教育にお ける体育論の 内容 とその 展 開 （指導の 実 際）， 並びに そ の形

成の 背景や影響 に関 して 若干 の 検討を 加え る 。

豆　 方 法

　石井 の 主要な著作が収録さ れて い る 「石井亮一 全集 」を中心に ，彼の 発表論文及び滝乃川学

園や石井 に関連す る諸報告を史 ・資料と して検討を進め る 。

皿　結 果 と 考 察

　 1． 体　育　論

　明治27 （1894）年頃に 使用された立教高等女学校及び滝乃川学園保母養成の ため の 講義録と
　 　 　 　 （7）

され て い る 「教育学講義」の 中に ，石井 の教育論の 一端が論述 され て い る 。 同 27 （1894）年頃

，と言えば，彼がア メ リカに留学する以前の こ とで あ り， 「ドイツの 教育思想 一
一
学説が直接輸入

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （8）
され，こ れが主流を 占め 」て い た時 期で あり た 。 同 20年代 の 初め ， ドイ ッ 人 ハ ウ ス クネ ヒ ト ，

（Hausknecht ，
　E ．1853 〜 1927 ）に よ っ て ヘ ル バ ル ト派の 教育 学 が わが 国に 伝 え られ ， 約10

年 間 に わ た り全 盛 を極め た 。
こ の ヘ ル バ ル ト派の学 説は，ケ ル ン （Kern，　H ．），リン ドネル

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （9）

（Lindner，　G ．），・ラ イ ン （Rein，　W ．）らの教育書 にょっ て 紹介 された 。 こ の 「リン ドネル ，ラ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （1D）

イ ン
， ケ ル ン は，

ヘ ル バ ル ト学派中，最 も名高い学者」で あ り， 当時，特 に湯原元一
訳の 「倫

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （11）
氏 教 育学 」 （明 26 ．＜ 1893 ＞） が 広 く読 まれ た と言われ る 。 石井 は 自身の教育概念を規定す る

に 当た っ て
，

そ の 原点を リン ドネ ル の そ れに求めて い たよ うに思われる 。 即ち，彼は リン ドネ

ル の 「教 育の 要約 とな る べ き四 箇の 条 件」を肯定 し，「教育とは，一定！i
＞発達を遂 げた る もの

が，一定の 目的 と方法 に よ り，未だ発達せ ざ る もの に与ふ る と こ ろ の 有意的感化」で ある とす

る聡 腫 視 し9 ま た讃 けて 暾 醐 彼の 塑愾 若 くは木像を任意 ｝・黜 す る土馭 1ま

彫刻師に 比 すべ き もの に あ らず して
， 彼の 適宜の 保護 と刺衝 と

1
を与へ て 植物の 先天的能力を啓

発 し
， 因 りて 其生長繁栄を画 ると ころの 園芸師に 比すべ き もの 」 とと らえ た リン ドネ ル の 考え

方に対 して も，「蓋し，教育の 力の 及ぶ べ き範囲を限定 して 要を得た りと云 ふ べ し」 と ， 賛同

の 姿勢をと っ て い る 。 そ の 結果 ， 石井 は人 間の 発達性 と教育の 限界を認 め
， 教育を 「一方に 於

て 被教育者 を導きて 人格の 完成に必要な る個人的資質，即ちe身体の 各部を平等不備に発達せ

しめて 強健 な る調和 を保た しめ
， 口 強健 なる心力を有 し， 必要な る知識 と円満なる道徳 を有せ

しめ，又他の 一
方に於て は，其社会 的資質た る，国家，社会，家族の 一

員と して必須な る道 徳
　 　 　 　 　 　 　 ・　　　　　　 （13）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

と知識を具備せ しむ る に あり」 とと らえた 。 これを受けて
，

彼 は教育 を 「身体の 教育ユ と 「精

神の 教育」 とに二 大別 した 。 身体の教育，即ち体育は養護， 精神の 教育は訓練及び教授に よる
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （14＞
方法があ る と考え た の で ある 。 以上の よ うに ， 石井の 教育論 は人格の 完成を中核と して ， 心身

並 びに個人 と社会 の 調和的発達を強調す る立場 を と っ て お り， リン ドネ ル の 教育概念 の重視，
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徳性涵養の 強調 ，
三 部門に 分けた方法論などか ら， そ の 基調は ヘ ル バ ル ト派の 教育学を背景 に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （15）

した もの で あ っ た と言え よ う。 な お，「教育 学 講 義」で は， ロ
ーゼ ン ク ラ ン ツ， ラ ス キ ン ， コ

メ ニ ヤ ス ，フ ラ ッ チ ヒ，ハ レ ッ ク，ボ イ ド
，

フ ィ ヤ オ ール ト，ヴ ェ ン ，ガ ル ト ン
，

チ ャ
ニ ン グ，

ヂ ュ
ー

ウ ェ
ー

， フ ェ
ー

フ ェ ラ ン ド， ラ ン ドア ， リュ
ーゲル

，
ス タイネル

，
コ ム

， キ ン グ ス レ
ー ・

チ ャ
ール ス te ホ ッ ヂ ，

ジ ョ ン ノ ッ ト， プ ライ エ ル
，

ヒ ュ
ーベ ル

， グ ッ ゲ ン ブール （以 上の 表記

は石井 によ る）な どの 幅広い 分野 の 意見を引用 して お り，そ うした欧米 の 先進的な理論 も彼の

教育論を形づ くる の に少なか らず影響 して い た よ うに 思われ る 。

　教育 の 作用 を大別 して 身体の 教育と精神の 教育と した石井 は ， 体育 の 目的を 「身体の 完全 円

満な る発達」 に求め，それは 「児童身体の 養護の た め に施す と こ ろの もの に して ，適当な る食
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （16）
物空気 を与 へ

， 皮膚の清潔 ， 身体 の運動を奨励 し， 疾病を未発 に防 ぐ等の 作用」 と理 解 した 。

従 っ て ，そ の 内容 は上述か らもうかがえ るよ うに ，栄養，呼吸，皮膚，運動，休息な どの 全身

の 衛生 に必須なる条件や脳髄及び神経系統の 保護 に い た る広範囲な もの で あ り， そ の 方法 も多
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （！の　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （18）
様で ，「発 達を助 くべ き一切 の 方 法」 を含ん で い た 。 こ こ で は，特に彼 の 運動 論 に ふ れて お く

必要があろ う。 彼は運動を四領域 ， 即 ち ， r（一）規則運動　規定 ある遊戯 ， 体操等口 自由運動

遊戯，散歩等日技術運動　テ ニ ス ，水泳等四手工 運動　裁縫 ， 割烹等」 に分類 し， 運 動は 「心

臓肺臓 の 働きを活発 に して 血行を励 し呼吸を催進 し， 多量の 瓦斯交換を営む。而 して 其結果 ，

身体組織の 老廃成分を燃焼変化す る の度 を増す ……精神の過労よ り生ず る神経系統 の疲労を治

し，精神を爽快な ら しめ，人 の 風 采を高む」 もの で あ ると した。 こ う した運動領域論は，毛利
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （19）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （20）
僊太郎 ・神保涛次郎の 「体育学」（明22．＜ 1889＞）や高島平三 郎の 「体育原理」（明 41．＜ 1908＞）

の 中で も取り上げ られて お り， 石井 自身の 思索か ら生 まれた もの で はなか っ た 。 また ， 体育に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

〆
　　 　 （21＞

対す る精神 陶 冶へ の 期待 は ， 前述 の 毛 利 ・神 保 の 「体育学」 に も散見 され，そ の 後，明 治 24

（1891）年 の 「小学校教則大綱」 や 同27 （1894）年 の 「体育及衛生 二 関ス ル 訓令」 の 中で も具

現 され て い た。それ は ， 明 治20年代に入 っ て 漸 く台頭 して きた欧米的な新し い 理 念 で あ っ た 。

と こ ろで ，石井は前述の よ うに教育を二 大別 したが ，それは決 して 心身二 元論を主張 した結果

で なか っ た 。 彼は身体 と精神の 関係に つ い て ，次の よ うに論 じて い る 。 「身体と精神とは密接

なる関係を有 し，精神は身体に よ る に あ らざれば決 して 外界 に紹介 し得 られざ る もの 」 で あり，

「身体の 爽快と活発とは精神の活動を容易な ら しめ， 観察思考の 力を助長 し， 善に進む の快感

を発せ しめ，自信勇気を給与 し， 且 こ れ な くば至良 の 意志 も何事を もなす こ と能 はざ る実行力

を養成す 。 こ れに 反 して ，身体に痛患あれば知性を鈍 くし，情感 を鬱屈せ しめ意志の 力を弱 く
　 （22）

す」 と ， 心身相関論的立場をと っ て い た 。 従 っ て ，教育を二 大別 しなが らもそ の 不分離性を強
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （23）
調 ， 「身体 の 教 育と精 神の 教 育 とは，両々相待ちて 始めて人格 の 完成を期する」 と思惟 した の

で ある。こ うした観点か ら， 彼の 体育論 は単 なる養護的領域に とどまらず ， 人格陶冶にま で 深

く踏み込ん で い た もの と言え るだ ろ う。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （24）

　同じ頃，ヘ ル バ ル ト派の一
人能勢栄 （1852 〜’95）が 「新教育学」 （明27．〈 1894＞）で，石

井 と共通点の 多 い体育論を論 じて い る こ と に注 目した い 。 能勢 は教育を、「体育」 と 「心育」 に

大別 し，「体育 は管理，知育 は教育，徳育 は訓練 に 属す る」
齟
と し， 「管理 は主 と して 児童の 身体

の発達を増 し， 感官を鋭敏 に し， 衣服 ， ，飲食 ， 運動 ， 休息な どを適 当な ら しめ ， 且 秩序静座 ，

礼儀 の 習慣を養成 し，外部 の 言行を規正す る もの 」で あると ， 更に ，「体 育 は正 面 よ りも反 面

よ りも共に教育の 基礎となすべ き物な り。 殊に 身心相関の 理 は既に 疑ふ べ か らざ る
一

理法」と
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指摘 して い る 。 こ の 能勢の養護的体育論や心身相関論が石井に及 ぼ した影響は 定か で な い が
，

先に石井 の 教育論 の 基盤 に ヘ ル バ ル ト派の 影響が見 られた と指摘 した よ う に
， 体育論で も同 じ

こ とが言え るよ うで ある 。 石井は こ の ヘ ル バ ル ト派の教育 ・体育論を重要な資料 と して 自身の

体育論を展開させて い っ た と思 われ るが，わが国の 体育が精神陶冶か ら更 に人格陶冶に まで 目

を向けるに い た るの は，明治期の 終わ り頃で あ っ た 。 r体育 を ， 身体にま で の 訓養か ら人格に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （25）
まで の 教 養 に 発 展 させ た」 と評 価されて い る高 島 の 「体育 原理 」が公 に された の は ， 明治 40
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （26＞
（1907）年 前後の こ と で あ っ た 。 そ の 高島も述べ て い る こ とで あ るが ， わが 国の 体育界で は，

従来運動を単に 「筋肉ノ 発達」の みを目指す もの と と らえ る思潮が一般的で あ っ た 。 そ う した

思 潮の もとで ，明 治20 年代 に早 くも人 格 陶冶を志向 した体育論を展開 させ た こ とは注 目に値

する。

　石井 は，障害児体育 の 分野に お い て も，
これ まで に 述べ て きた一般的体育論を基礎に そ の 理

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （27）

念を発展させ て い る 。 「教育学講義」で は，特に 「精神薄弱なる児童の体育」な る項を設 け，

精神薄弱児体育 ｝く関する諸問題を言及 して い る 。 先ず 「白痴，痴愚，遅鈍の状態 にあ る児 童の

身体は ， 精神と共に甚不 完全 を極め ， 形体多 くは整 はざ るを常とす」 と，そ の 実態に ふれ，次

の よ うな 目的を掲げて い る 。 「普 通児 童 に 於る よ り一層体育 に注 意 し， 以 て及ぶ べ き限り身体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

の 強健 と其活動とをはか り， 且 こ れ を統
一

整理 して 精神の 活動と調和一致す る に 至 らしめ ざる

ベ カ｝らず」 と ， 心 身 の 調 和的肇達 をはか る こ とが精神薄弱児体育 の 目的で ある と した 。 な お ，

白痴教育で は 「身体の教育と精神の教育」を 「区別 して 論ず る能はざる1 と指摘 ， 主要な指導

内容 と して ， 住室 ， 食物 ， 衣服，清潔及 び運動に 関す る諸事項が取 り上げ られて い た。例えぽ

住室で は土質，空気，日光 ， 室温，食物で は質 と量，食事時間，遣尿問SSICっ い て ，い ずれ も

衛生及 び生活習慣の 養成と い う指導上 の 基本方針が貫かれ て い た 。 勿論 ， 運動 も例外でな く，

戸外運動を奨励 し快活に運動させ な けれ ばな らな い として い たが，そ の 目的や方法 は 「普通児

童」 に お け るそれ と 「梢其趣を異に す」 るもの で あ っ た 。 即 ち ， 「白痴教 育に 於る 運 動の 主 要

な る 目的は ， 児童の 痙攣的 ， 自働的運動 の矯正 に加 へ て
， 身体の構造を強健 に し且 筋肉の 統御

を自由な らしむ る」 こ とで あ っ た。こ の 「筋肉の 統御 をはか る」 と い う運動指導上の 理 念は，

後述するよ うに，白痴教育 に 限 らず精神薄弱児の 運動指導上最 も重要視 されたもの で あ り，換

言すれ ば ， 彼の 精神薄弱児 運 動論 の中 核をなす もの で あ っ た 。 それは ， 「自己の 観倉を実 行
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （28）
し， 自己の 目的を遂行せ しむる」こ とがで きるよ うにす る こ とで あっ た 。 後年，彼 は前述の E ．

・．S。g。i。 嚇 構 弱児教育にお ける塑 軸 楯 綴・ 接 して確信を深める とと もに
， さら｝・

こ の 理念 の 実践化 に努力 して い っ 纓 明治末年か ら大正 時代 にか けて ， 乙竹岩署を初め多くの

研究者 もこ の 鵬 を蜘 ，他瓦 蜘 良響や 川瞋 治購 の鰰 鰯 雕 齟 謎 並 びに荒木

善鍵らの 「特別学級」担当者に よ っ て こ の 理念が継承 されて い っ た 。 それは ， 今日 も精神薄弱
　 　 　 　 　 　 　 　 　 （3s

児体育の 分野で 「脳育」 と呼ばれ ，な お生き続け て い る理念 で あ り，そ の 原点を彼に求め る こ

とがで きるわけで ある 。

　 と こ ろで ， わが 国の小学校教育に お い て ， 劣等児あるい は低能児と呼ばれ た児童 に対する遊
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （36），（37），　（38）
戯及び体操 へ の 関心が高 まるよ うに な る の は，明治 の 終わ りか ら大正初め頃にか けて で あ っ た 。

こ の よ うに学校教育に お い て も未だ関心 を示 さなか っ た 明治中期 に
， 欧米先進国の文献 や実践

に ふ れ，自身の 実践と い う検証 を通 して ， 養 護 的体育 論 ， 即ち， 衛生 ・矯正 ・筋 肉の 統 御を

基調 と した体育論を展開 させ たこ とは，わが国の 精神薄弱児体育史上高 く評価 される 。

』
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　 2． 体育指導の 実際

　石井は明治24 （1891）年 に滝乃川学園を創設，以後約45年間 ， 精 神 薄弱児 問題 に精根を尽
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔39）

くした の で ある 。 彼は精神薄弱児
一

人ひと りの 「生涯の 処置」 に つ い て意を注ぎ ， 学園で は彼

らとと もに教育 ・医療 ・宗教の 三位
一

体の生活を実践，こ の 事業を通 じ，
こ う した障害児 の教

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （40）

育 と保護に 関 して
， 社会 に 対 し 「警告 と啓蒙」を与え続けた 。 その 約半世紀にわた る彼の 教育

状況の 全般を理解す るため に，本論に入 る前に実践された年代別の 主要な 日課を提示 して おき

た い 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （41）

　 〈明治 44 （1911）年の 状 況〉　男子部は石井園長，女子部は同夫人監督し各k 室 に集り其間に女教師

立交りて 授業す，各予備科と小学部に別ち個人教育をなす。予備科は課業を二 十分間宛とし午前申 に 終

　り放課時間 に は音楽を奏 して疲労を慰む ，主 と して種々 の 器械を用 ひ 五 感 の 練習を な す，其他言語 を教

へ ，身体部位，物品．形体 ，色彩等の 名を教へ ，動作を命 じて 行 は しむ ，小学部 は 学課を四十分間宛 と

　し午前中読書 ，習字 ，算術 を課 し午後体操，唱歌，図画を課す 。 其他男児 に は園芸 を 授け又鶏 を飼養 せ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 E

　しめ 女児 に は造花 ，裁縫 ，押絵等を学ばしむ 。 勿論個人教育 な るが 故 に一
人 に て 或学課の み小学部 に入

　り他は予備科 に あるもの あ り，大約半数は白痴 に して 他 は痴愚 に属す 。 遊戯は テ ニ ス ，ク ロ
ッ ケ

ー
，

ブ

　ラ ン コ ，シ
ー

ソ
ー，鬼 ゴ ッ コ 其他随意 な り。又時を定め て 文学会 ，運動会 ，市中散歩等 の 催 あ り。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （42）
　 〈大正 9 （1920）年 の 状況〉　日課　午前六時起床洗面　同七時朝食　自八時半至十一時半授業　但

第
一

時限 よ り第三 時限まで 各卅五分づ X 第四時限を廿五 分間 とす　正午昼食　自午後
一

時至二 時唱歌遊

戯裁縫　午後三時おや つ 　午後五時夕食　午後九時年長者就寝
……

運動 の 事
……

男児は午後二 時若 くは

二 時半 （体操唱歌等 の 稽古 の 都合 に よ る）女児は毎 日午後 に裁縫其他の 手芸あれば二 時半若くは 三 時以

後随意 に 庭園内 に て 運動せ しむ ， 放任し難き児童は当番附添 ひ っ っ 遊戯室 に 集べて 遊 ば しめ晴天 の 日 ｝ζ

は或は手を引き或 は見張 りをな して 庭ま は りを散歩 せ しむ 。 夕飯後
一

時間 ば か りは 晴雨 に 拘 らず全児童
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

　を遊戯室に 集 め おるがん の 奏す る に つ れて 唱歌を歌は・しめ 或 は行進せ しめ又 は 自由に 運動せ しむ。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （43）

　 〈昭 和 10 （1935）
， 年の状況〉　午前中は学習 で 四 時限 （三 五分 ・三〇分 ・二 五分 ・二 五分 こ の 間

一
五

　分ず っ 休憩 ）。学級 は性 ・ 年齢 ・ 知能に よ つ て 五学級と し，一学級 の 児 童数 は 六〜八 人 ，教職員数は
一〜

二 人 。課 目は男児上級で 読 み方 ・算術．・習字 （一週 各四時限）， 修身 ・作文 ・図画 ・体操 ・唱歌 ・競技

　（各一時限），手工 一
’／
感覚器官の練習

・話し方 （各二 時限）。 午後は作業で ，男子 は鶏の世話，温室の栽

　培 ，土 の 出入 ・耕作，女 児 は，裁 縫 ，身 体 虚 弱者 は校舎 の 掃除 ，ま た 幼 児 は 遊 戯で あ っ た。ま た 日常 生

活の 習練は ，終日，時に ふ れ事に の ぞ ん で試み られ た 。

、

　以上の よ うに ， 学園 に実践 された教育は ， 教科内容や学習時間の 配分な ど時代の 推移に よ っ

て 変容を見せ て い る もの の
， 簡単な学習 ， 手工労働的作響 日常生活の 習練及 び運動 （体操 ・

遊戯 ・競技 ・散歩）を戳ζ組み立て られて い た
。 以下運動面に焦点を絞 り，そ の 教材及 び指導

法 に つ い て検討を加えて い く。

　 1） 運 動 教 材

　滝乃川学園の 保母 養成の ため に
， 明治 40 （1907）年頃執筆 された と されて い る 「治療教育技

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
．
〔4 

術」で ， 精 神薄弱児 を対象と した 「遊戯競技」が論 じられて い る 。 それ によ る と ， 69の 潭動教

材が 三 部 に分類され，各教材 の 目的 と方法が詳述 されて い る 。 そ の 個々の 教材が ど の 程度使用

された か は定か で な い が
， 各部の教材内容を分析す る こ と に よ り， 教材の 特質や 運動 に 対する

考え方などが明らか
．
に され る もの と思われる 。

　三 部か らな る69の教材を実施場所，技術性，動作の 複雑性，知的活動性，競争性，運動種別
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （47）
とい う観点か ら分析 ・検討 したとき，「第 1表」の よ うな結果が得られた。
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第1 表　「遊戯競技」教材の 内容

N 場　　所 技 術 性 複 　雑　性 知的活動性　　　　 i 幾 争 性 種　 　別

一
単 一 動 作

規定動作　35％

部

20 屋 内〉屋 外 低　　　い

基　本 動 作
約 60 ％ 約 20 ％ 輝定 遊 戯 65％

手工 運 動　な し

二 複 数 動　作 」 規定動作 57％
28 屋内 罵屋外 中 等　度 約 64 ％ 約 30 ％ 規定遊戯　 43％

．部
」 基本 ・応用動作

手工 運動　な し

三 複 数 動　作
規定動作　 5％

21 屋内く屋外 高い （普通） 約 90 ％ 約 50 ％ 規定遊戯　76％

部 応　用　動　作
　　　　　　隔
手工 運動　 19％

（註）
一

部〜二 部で 共通 して い る点 は， 個人的運動 と集団的運動 の 比が 約 1 ： 4 で あ る こ と ，

手や 脚を使用 して の 運動 が 多 く，全身運動が少ない こ とで ある。なお，％ は 各部 の N に

対す る百分率で あ る 。

剛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　．

　　　　　　　　　　　　　　ノ

　「第 1 表」 の よ う に
， 各部にそれ ぞれ特徴が見 られ る こ とか ら， 児 童 の 諸 能 力に 応 じて ，教

材を 三 段階に配当 し指導 して い た こ とが わか る6 各部の 特徴を示す と，次 の よ うで ある 。

　一部 ：活動能力の最低の 児童を対象に した教材で あり ， 主 と して屋内で 行な い
， 技術的に低

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 メ

く単調 な基本動作か らな る教材群 。

．二 部 ：
一部の 対象児 よ りやや高 い活動能力を もつ 児童 を対象に した教材で あり，単一動作を

2 つ 組み合わせ た動作か らなる教材群 。

　三部 ：健常児低学年程度の 児童 を対象 に した 教材で あり，単一動作が 3 つ 以上組み合わ され

た応用 動作を含む教材群。

　ま た ， 以上の 部別の 相違点とは別に，各教材に共通点も見 られ た 。 それ らは，次 の よ うな諸
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i

点で ある 。

　〔1｝ 個人的教材よ りも集団的教材が 多 い 。

　  　手 ， 脚を使用 して の 教材が 多く， 全身的で 持久力を養成するよ うな教材が少な い 。

　〔3） 運動 目的 に適応 して ，何 らかの 「約束ご と」を もっ た と こ ろの 規定 された動作や遊戯教
　 　 　 　 　 　 （48）

材が全 て で あ る 。

　四　注意 力，筋肉の 統御， 眼 と手 の 協同と い う，強い て 言え ば ， 石井が 輯調 して い る筋肉 の

統御を 目的と した教材が多い 。 以下に 示 した 「第 2 表」は，石井が指摘 した 「目的」を集計 し

た もの である 。

　な拭 「遊戯競技」教材に は，次 のよ うな教具が使用 されて い た 。 即 ち，ボー
ル （21。7％ ，

鼎鸞 黶磊
（

賭鶤揄，鳥襲驫 勢。繋 。攣 致
片，小枝 ， 棒切れ ， そ の他 ， 教室 にある備品，施設な ども教具と して 活用 された 。 こ の よ うに ，

あ らゆ る身近な材料が ， 教材の 目的に応 じて 教具 と して 活用 され て い た 。 なお ， 着色可能な教

材に は ， 三原色が使われ，注意喚起の 配慮がなされて い た 。 こ う した身近なもの を教材に活用
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第 2表　「遊戯競技 」教材 の 目的

　 　 　 　
1
部

目　的
ヒ 一

二 三 計 ％

注　 　 　 意　 　　 力 6 14 10 30 43．5

筋　 肉　 の　 統　 御 5 6 5 16 23．2

眼　と　手　の 　協　同 5 1 4 10 14．5

遊　 戯　 の 　 興　 味 0 3 3 6 ．　　 8．7

正　確　な　ね 　 ら　 い 1 2 2 5 7．2

記　 　　 憶　 　　 力 2 2 0 4 5．8

四 肢 不 自 由 者 の た め 3 0 0 3 4．3

形　 態 　 の 　 観　 念 0 1 2 3 4．3

所　 作　 の 　 敏　 活 2 0 0 2 2．9

秩　 序　　・　 規　 律 1 1 0 2 2．9

（註） そ の 他，静止 ， 命令服従，方位，手工 を 目的と した もの が 各 1 教材ず っ 配

　 当さ れて い た 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・

した背景 に は ， それ らは精神薄弱児 に と っ て親 しみ易 く， 且 つ 具体性が あ っ て ， 生 活習慣を養

成する上 で 重視 されて い た とい う教育事情もあ っ た と考え られ る 。

　こ の 教育 に おける先覚者 として の 石井 は ， 多 くの 教育者 ， 特 に 施設創設者 たちに教育面で 少

なか らず影響を与え ， 精神薄弱児教育の 発展に貢献 した の で あ るが ，
こ の こ とに関 して 体育的

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 γ

側面か ら若干検討を加 え て み た い 。

　石井 は 「日 頃自己を宣伝 しな い と い ふ よ りも，寧 ろ自己をか くす と い ふ こ と に 於て 定評」 が
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （49）
あ り，滝乃川学園に お ける教育法を積極 的に学園外の 人た ちに鼓吹 しなか っ たと言われ る。 し

か し，この道を遂す人 たち は必ず同学園を参観 して お り，特に彼以後の 精 神薄 弱 児 施設創 設

者の 多 くはそ の 施設経営 に 当た り多大の 影響を受 け て い た 。 そ の 内 ， 脇 田良吉 （1875〜1948 ，

白川学齢1岩 崎佐一 （1876 ・− 1962
， 桃花aj3il林蘇東 （1896 〜1956，カ ル ナ学齒野川 田貞治

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （53）

郎 （1879 〜1959
， 藤 倉学園） らが ， 石井の 感化を少なか らず受けた人 た ちで あ る。 石井が彼

らに対 し， ど の よ うな影 響を与え たか に つ い て の 全容は明 らかで な い が ， 彼 ら に共通 して 言え

る ことは ， 石井の体育論に見 られ た よ うに，運 動を教育上重視 して い た こ と で あ る 。

　脇田は運動を石井 と同 じく養護 的領 域で とらえて お り，散歩，体操 （手足 の簡単な運動），

遊戯 （ブラ ン コ などく 自由遊戯〉．豆袋投げ，輪投げ，お小梅や球の 投げ合 い く以上，教科 と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （54）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （55）

して 〉，弾豆く指先練習〉）な どの 運動を指導 ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 そ の 他 ， 「自疆術」 も取 り入れて い た。岩崎

は全教科を 「普通 」教科 ， 「治療」教科及び 「特殊」教科に分け て 指導，特に 体操を 「治療」教
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （56）

科に含 ませ，「全身的体操 　部分 的体操 　整形体操」 を実施 した 。 「意志を強固にす る に は筋肉

の 運動鍛錬を施す こ と に依 っ て 或程度まで 助長す る こ とが出来 る」 と考 えた林 は ， 体操 ， 遊戯 ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （57）

身体教練 ・ス ポ ー
ツ の 他に

， 心練 （治療体操）を 日課 に取 り入れ て い た 。 林は藤倉学園で 実際

指導に 当た っ た こ とがあ り， 彼が 使用 した心練 と い う呼称 は藤倉学園の そ れを模ほ う した もの

で ある。川 田 は ， 精神薄弱児教育の 治療 と して 「高次機能の 訓練 を予想 し，それ に志向す る」

「低次機能の 訓練」の 必要性を指摘，「主 と して 末梢機能の 開発を直接に取扱 う基本的訓練」を
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （58）

総称 して 「心 練」 と呼称 した。 藤倉学 園で は ， 「心練体操」 と 「人 と して の 勁作練習」 と い う
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （59）
運動学習 の 時間が設定 されて い た。 こ の よ うに，い ずれ の 指導者 も運動を矯正 ・ 治療 に 活用 し

た の で あ る が
，

’
そ の根底 に は ， 先述の 石井の 強調す る 「筋肉の 統御」 とい う理念が存在 して い

た よ うに思 われる 。 例えば ， 石井の 「筋肉の 統御」や 「動作の 敏活」を 目的 と した運動教材と

川 田 の 「基本動作心 練」を比較検討 した とき，そ の 目的や方法に お い て 共通 点を指摘す る こ と

がで きる。 それ らの 一
部を例示する と， 次の ようで ある。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （60）
　 〈石井の 筋肉の 統御 を 目的 と し た 運動〉　三 尺 の 間隔 を な して 児童を一

斉 に 起立せ しめ よ 。 而 して 教

師は 前面 に 立ちて 「腕を真直 に 延 し手 の 平を下 に 向け よ」 「踵をあ げて 爪立 ちせ よ 」「静 に 踵 を お ろ せ 」

と号令 して六回練習を繰返 した る後 「腕を下げて 休め」 と命ずべ し。

　 〈動作 の 敏活 を 目的と した 運 動〉　椅子を半円形 に並べ 児童等を して両足を揃へ 両腕を組み ，姿勢を

正 しくして これ に着か しφ
……極め て明確に 「起立」と命 じて一斉に潟立せ しめ，次に 「坐せよ」と命

　じて一斉に坐せ しむべ し。此練習は三 四回繰返すを要す。其間厳 に 沈黙 せ しむべ し。　　　　　
’

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （61）

　 〈川 田 の 基 本動作心 練〉　｛1｝ス 厂
， 又 は ス 　正座 。 視線 は前方 に 向き ，上 体 は ま っ す ぐ，両手 は もも

の 上 に置き，坐 る時に は手を床の 上 につ かな い よ うicす る。  タ
ー

， 又は タ　立つ 。上体 はま っ す ぐ，

「気 を つ け」 の 姿勢 。 視線は前方 に 向く。 C3｝ネ ー，又 は ネ　あお向け に寝る。視線は天井に 向け，両手
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L

足 ，体共 に ま っ す ぐ。 t4）オキ
ー，スはオ キ 上体を 起す 。 ネ か らの状態か ら上半身を起す の で あ る が ，

その 時 に 床上 に は手をつか な い 。 両手 は ももの 上 に お く。   ソ ノ マ マ ネー，又 は ソ ノ マ マ ネ　オ キ の動

作から，ネ の 動作に うつ る 。 （動作の 略図及び〈21＞まで の 運動を省略す る。）

　川 田 の 基本動作心練 は ， 運動 量 （多）， 運動 め種 類 （多），リズ ム の 有無 （有），号令 の 口調

（簡略 ・短）にお いそ，石井の運動内容と異なる もの を もらで い た 。

’
しか し， 筋肉活動 に よ り精

神 （川田 は高次機能）を啓発 しよ うと したこ と，命令 によ り習慣化を図 ろうと した こ と ， 静か

な場所で の グル
ーピ ン グ ・反復練習を重視 した こ と な、ど， 両者 に はそ の 目的や方法に 多 くの 共

通点が見 られた。 川田は先輩の 石井 と深い 関係を もち ， しか も石井 と同 じく E．0 ．seguinの

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （62），（63）、
生理学的教育法 に強 く影響 を受 けて い ＃こ とか ら， 両者に共通性が見 られ る こ とは当然の 帰結

で あ っ た か も知れない 。そ の 意味で ， それ らの 共通点 は単な る類似に しか過ぎな い 場合 も考え

られ，直ち に影響があ っ た とは断定で きな い 。従 っ て ， 本稿で は両者の 共通性を指摘する に と

どめ，そ の 影響 に つ い て は今後の 課題 と して お きた い 。

　 2） 運 動 指 導 法 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・　 　 　 　 　 ．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （66）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （65）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （64）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 「治療教育技術 」及 び 「白痴教育」 の 中で 運動に 関連す る　 石井は ， 「白痴児其研究及教育」，

指導法に つ い て 言及 して い る。例えば ，

’
「治療教育技術」の 「遊戯 競技」に は ， 次の よ うな運

動指導 に関する留意事項が列挙 されて い る 。

　
一，凡 て競技 の 際に は児童等に 「我等は遊戯をな しつ 丶 あり」とい ふ が如き気分を有せ しむる事必要

　　  なり。……
．

　 二 ，練習 は成 るべ く簡単な るを よ しとす。……

　 三 ．一度に
一
事を限りて習得せ しむ るや う注意す べ し。

　 四，……指導者た る もの は常に忍耐 つ よ くして しか も快活又楽天的ならざるべ からず 。
……教師は前

　　　 以 て能く練習 の 方法 な ど を熟知 し置 く こ と大切 な り。
’

　 五．練習 の 方法は 常lc−一定 して 置くべ し。

……

　 六 ．号令は極め て 単純 な るを要す 。

……

　 七 ．競争的遊戯は児童等 が十分 に 其方法を会得するに 至 るまで 必ずr 列 と して な さ しむべ し。

丶
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　八．精神薄弱児は正常児 の 如 く自由の 遊戯をなす こ と能はざ るを以 て 必ず適当 な る指導者 ，監督者 な

　 　 か るべ か らず。……

　九．凡 て の 練習 は出来得 る 限り面白くすべ し。……

　十．一
集合の 時間は

一
時間を超ゆるべ か らず。

……一
集合中

一遊戯の 時間 は四分乃至十分を適度と

　 　 す。……

十一．活動少き二種の 遊戯を連続的 に なさしむべ か らず 。

十二 ．唱歌 に は簡単な る動作を伴 は しむ る を よ し とす。

十 三 ．若 床の 上 に線な どを画 く必要あ る と き は チ ョ
ーク に 少 しく水を湿 した るを用 ふ べ し。

　以上を項目別 に 内容を検討 して み る と ，

一
は遊戯本能の 喚起化 ，

二 ・ 三 ・ 五 ・ 七 ・ 十一は学

習内容の 軽減化，四 は指導者の 感化 ， 六 は 指導の 簡明化，八 は学習の 安全化，九 は学習内容 の

興味化 ， 十 ・十二 は学習の 効率化 ・動作化 ， 十三 は運動の 誘発化をね らっ た もの と言えよ う。

　な お，「白痴児 其研究 及 教 育」で は，次の よ うな 「教授上注意す べ き二 三 の要件」が挙 げ ら

れて い る。

第 一 空腹の ま 丶 に て 児 童 を教場 に 入 ら しむ べ か らず。

第　二 　義務として 日々 の 学課 に 就か しむ る こ とな く，快楽と して こ れ をな す に 至 ら しめ ざ るべ か らず 。

　 必ず運動，遊戯，音楽等を以て ，ζれ を始め こ れを終る
べ し。　　　　

t

（第三 ，第四を省略）

第 五 児童 に して ，聊か にて も疲労を感じた る時は ，直に 授業を中止すべ し。

第 六 第
一

の 務は ，児童の 不随意 運動を矯正 する に あ り。

（第七を省略）

第　八 　反覆 せ しめよ。

第 九 戸外に於 て な し得べ き こ とをば，決 して 室内 に於てな さ しむべ からず。

第　十　常に 心 を快活な らしむ る様務む べ し。

第十
一

　自然の 発達停止せ る と こ ろ よ り始むべ し。故に各人各個 の 出発点あ り。・・…・

第十二 　新旧 知識 の 連絡をな さ しむべ し。

第十三 　健態 に 於 る精神発達 の 順序をば ， 児 童 に つ き又書籍 に つ きて 怠 らず視察 し ， 以 て彼我発達 の 状

　 態を対照比較すべ し。　　　　　　　　　　　　
’

　第一 ・第二 ・第五 ・第十は心理的ある い は生理 的本能を重視 した指導の 必要性を ，また，第

六は治療教育的矯正，第八 は学習の反復化，第十
一

は指導の 個別化をそれ ぞ れ指摘 した もの で

あ る 。 な お ， 第十三 の 内容 は ， 健常児の 一般的発達過程を知 る こ と に よ り精神薄弱児の 発達程

度を明 らか にする とと もに ， それを指導上 に活用 させて い く必要性 を強調 したもの で ある 。 そ

の 他，石井 は，運動の 順序及び早期訓練な どに つ い て も指摘 して い る 。 「眠 レ ル 精神 ヲ覚醒 シ，

鼓舞ス ノk」ためには ， 「秩序的二 覚宮ヲ練習シ 」 て い くととが肝要で あ っ た 。 彼は 「躯幹 ・大

関節 ・頸 ・大腿部 ・肩
「・膝 ・肘等 ノ基礎的筋肉ノ練習 ヨ リ始メ テ順次手舌顔発音機関等複雑 二

1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （67）
シ テ補助的筋肉ノ活動 二 及ボ ス ベ キ デ ア ル 」 と

， また
，

そ れ は 「始め は教師の なすが ま 、 に摸
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （68）

倣せ しめ
， 遂 に 自己の意志の 命令 に よ り目由に 行動 し得 るに至 らしむる」 べ きだ と強調 して い

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （69）

る。そ の 開 始 時 期に つ い て は ， 「早 きに失す るの 憂決 して ある こ．とな し」 と ， 訓練 の早期化を

提唱 して い る 。 こ うした精神薄弱児 に対す る運 動指導上 の考え方は ， 現在 も基本とされて い る

もの で ある 。

　以上 ， 石井の 精神薄 弱児 に対する運動 指導法を概観 した の で あ るが ， 彼の指導法は幅広い

　 ’　　 　　　　　 　　　　　 　　　　 （70）
「学理 の 研 究 と，実地 の 経験」か ら生まれ た もの で ， それ は今 日的内容を少なか らず もっ て い
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た 。特に ，指導面 （狭義の ）に お け る簡明化 ・ 個別 化 ・ 早期化，あ る い は学習 （指導）面に お　　＿

ける安全化 ・興味化 ・動作化 ・反復化などを重視したそ の 指導法は，現今の指導法に も多くの

示 唆を与えて い る と言え よう 。　 　　 　 ．

お　わ　 り　 に

　石井 の 精神薄弱児体育論の 概観を通 じ， 、若干の 知見が得 られた の で
， それ らをま とめて こ の

小論 の 結語 と したい 。

　1． 石井の体育論 は 心 身相関論的立場に 立 ？
て 発展 さ せ た もの で あ り，人格陶冶を志向 した

近代的理念 をも っ て い た 。 また
，

そ の 形成 に 当た り，
ヘ ル バ ル ト派の 影響が見 られ た 。

　2． 精神薄弱児の 体育 は心身 の 調和的発達を目的に実践 され，幅広い 内容を包含 して い た 。

ま た，これ ら児童の運動 は，衛生，矯正及 び筋肉の 統御を 目標 と して実践され た 。 強い て 言え

ば，そ の 中核は筋肉の 統御にあ っ た。なお， こ の 運 動理 念は，そ の 後 も精神薄弱児体育 に継承

され て い っ た 。

　3． 教材 は 3段階方式で設定され ，教育的な配慮 がな されて い た 。

　4． 指導法には ， 今日的意 義を もつ もの が 少な くな く，現今の 精神薄弱児体育 へ 示唆 を与え

る内容が見 られた 。

註 並 び に 引 用 文 献

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

  一
宮俊

一 （1972），「石井亮一
の 精神薄弱児観 」，徳島大学学芸紀要，教育科学 ，第卑巻 ，p ．1．

〔2） 教育人名辞典 刊 行 会 （編 ） （1957），教 育人名辞典，理 想社，p，β9，

〔3） 脇田 良吉 （1933），異常児教育三十年，日乃丸会，p ．7．

〔4） 石井亮一 （1940），「教育学講義」，石井亮
一
全集，第 3 巻，石井亮

一
全集刊行会，pp ，14− 33．

｛5｝ 石井亮
一

（1904），白痴児其研究及教育 ， 丸善株式会社，pp．251− 262．

（6） 石井亮
一

（1940）， 「治療教育練術」，．石井亮
一

全集 ，第 1 巻 ， 石井亮
一

全集刊行会 ，pp ．　204− 234．

〔7） 石井亮
一

（1940），「教育学講義」， 前掲書 ，p ．317．

｛8｝ 日本近代教育史事典編集委員会（編）（1971）， 日本近代教育史事典 ， 平凡社 ， p．595．

〔9｝ 日本近代教育史事典編集委貫会（編）（1971），前掲書 ，p，595，

UO） 尾 形裕康 （1980），日本教育通史研究，早稲 田大学 出版部 ，　 p．242．

tto、日本近 代教育史事典編集委員会（編）（1971），前掲書 ，
　 p ．595．

  　石井亮一 （1940），「教育学講義」，前掲書，p．3．ゴ 7．リ ン ドネル の 教育の 要約とな るべ き四筒の条件

　 と は，「日教育に は教育者あ らん を要す。……
口教育に は教育を受くる人 あ らん を要す ，

…・・ny日教育 に は

　定案 の 感化あ らん を要す 。
　
’
｛ma教育に 1さ

一
定 の 目的あ らん を要す。」 というもの で あ っ た 。

  　石井亮
一

（1940），「教育学講義」．前掲書 ，p．14．

膕　石井亮一 （1940）， 「教育学講義」， 前掲書 ， p．14．

a5） 石井亮一 （1940）， 「教育学講義」， 前掲書 ，
　 pp ．1− 33．

  　石井亮一 （1940），「教育学講義」，前掲書，pp ．14− 15．

  　石井亮
一

（1940），「教育学講義」，前掲書，pp ．15− 33、

  　石井亮
一

（194  ），「教育学講義」1前掲書 ，pp 。22− 23，

q9｝ 毛利僊太郎 ・神保涛次郎 （1889），体育学，博聞本社，　 pp ．148−156．同書 は ，「規定 運動」（体操），

　 「自由運 動」（散歩，遊戯），「技術運 動」（剣術，柔術，馬術，漕舟，水泳） の 三 領域を挙げて い る 。 な

　 お ，同書の 「緒言」 に は 「欧洲諸大家ノ説 ヲ 参照 シ此
一

小冊 ヲ編纂セ リ」 と記 されて い る。

  　高島平三郎 （1908），体育原理 （四版），育英社，pp．96−126，同書は 運動を 「一，規則運動……．（普
’

130
 

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokuriku 　University

　　　　　　　　　　 日本に おけ る心身障害者体育 に 関する史的研究 （第 7 報）　　　　　　　　　 ユ1

　 通体操 ・兵式体操等）二 ，自由運動…… （遊戯 ・散歩 ・
跳躍等）三 ， 技術運動 …・t（フ ッ トボール ・ベ 　　　　

ー

　
一

ス ボー
ル 等）四 ， 職業運動……

（裁縫 ， 手工 ，農業等）」 と分類，「学校体育 ニ ハ 広 ク
ー

般体育 ノ 目的

　、ヲ包 含セ シ メ，決
’
シ テー二 偏 セ シ ム ベ カ ラザ ル ナ リ」 と，

1
広 い 範囲 で 運 動を求宕べ き こ とを主張して

　 い る Q

「・

  　毛 利鱈 太 郎 ・神保涛次郎 （1889），前掲書 ，pp．147−148．

  　石井亮
L

（1940），「教育学講義」，前掲書，p ．15．

  　石井亮
一

（1940），「教育学講義」，前掲書 ，p ．15．

  　今村嘉雄 （1970），
日本体育史 ， 不昧堂 ， pp ．435−437．

  　今村嘉雄 （1970）， 前掲書 ， p ，448．

  　高島平 三 郎 （1908），前掲書，p ．3．（凡例）高 島は 「従 来
……

運動 ヲ以 テ 単 二 筋肉 ノ 発達ヲ 目的 トス

　 ル ガ如 ク ニ 思惟セ ル
……

」 と指摘 して い る 。

伽　石井亮
一

（194Q），
「教育学講義」，前掲書 ttt　pp．30

− 33．

  　石井亮
一

（1904），前掲書 ，p ．261．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．

  　E ．0 ．Seguin
， 薬師川虹

一
（訳）（1973＞， 障害児 の 治療 と教育，ミ ネル ヴ ァ 書房 ，

　pp ．63− 177．石井 ・

　 の 「筋肉の統御」 に対比され る もの として ，Seguih は 「筋肉の知 性化」（同書，　 p ，81） とい う表現を

　 用 い て い る。
’
 

’
石井亮一 （1904），前掲書，．pp，↓257127．，131− 132．，168− 16g．，251− 261，

鬮　乙竹岩造 （1908）
』
，低能児教育法 ∫ 目黒書店，pp ．463−473．

BZ 脇田良吉 （1915），異常児教育の実際，
’
金港堂，　 p．191．

  　川田貞治郎 （1936），「運動治療 の 実験的研究」，第 7 回体育研究会々 誌 ， p ，8．

働　荒木善次 （1935），低能児教育の実際，文川堂書方 ，p．112、同書に は ，な お ，荒木は榊保三郎の 影響

　 を 強 く受 け と記 されて い る （同書，p．60．）。

鬮　木庭修
一一。斉藤義夫 ・植野善太郎 ．（1974）， 精神薄弱児 の 体育指導 ， 金子書房 ， pp ，10− 21．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 r

鬪 　高島平三 郎 （1910），「人物養成上 よ り見 た る体育」，黒沢勇（編），現代之諸名家体育論．日本体育会 ，

　 P，3GO．　　　　　　　　　　　　　　　　　
「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・

BM 小林佐源治 （1914）， 劣等児教育 の 実際， 目黒書店 ，　pp ．210− 214．， 347− 350，， 45p− 455．， 500− 508．

  　田島真治 （1914），「劣等児 の 体操 」，・教育研究 ，第 127号 ， pp ，48− 53，田島真治 （1914），「劣等児 の

　 体操 」，前掲書 ，第128号，pp ．38− 43．

紛　留岡清男 （1937）， 「石井｝ 先生 と其 の 事業」， 教育 ， 第 5巻第 2 号，p ．300．

  　留岡清男 （1937）， 前掲論文 ，p．301．

  　池田隆 （1911），「東京府下及埼玉県下に 於る 異常児童収容所視察報告書」， 神経 学 雑誌 ， 第10巻第10

　 号 ，pp 。12− 13．同報告に よ れば．， 同年の 児童数は 55名で あ っ 却。

t4M　東京府社会事業協会 （編）（1923），東京府社会事業概観，第 3輯
』
，　 pp ．265− 293．同書に よ れば，大

　 正 9 （1920）年現在で 児童数は34名で あ っ た 。

圃　浜田陽太郎 ・石川松太郎 ・寺崎昌男 （編著）（1978）， 近代日本教育の 記録 ， 上 ，日本放送出版協会 ，

　 pp．243−245．同書に よ れぱ，児車数は 昭和10 （1935）年55名 ，同15 （1940）年78名 で あ っ た。

（44 教育人名辞典刊行会 （編）（1957），前掲書 ，p ．40．

  　教育人名辞典刊行会 （編）（1957），前掲書 ， p ．40．教育の柱と して ，宗教教育 も挙げられる。

  　石井亮
一

（
．
1940），

「治療教育技術 」， 前掲書 ， pp ．204− 234．

（4V　石井亮一 （1940）， 「教育学講義」， 前掲書，　pp ．204− 234．石井は 「遊戯 競摸」教材を三部 に 分類 した　　　．

　 理 由に つ い て 明 らか に して い ない 。

働　石井亮一 （1940）， 「教育学講義」，前掲書，p ．33．石井亮
一

（1940）， 「精神 薄 弱児 に 就て 」，前掲書

　 （第 3巻）， p ．177，石井 は 「教育学講義」 で 欧米 に お ける 「リン グ 式の 体操」が 障害児学校に 導入 さ れ，

　 効果 を挙げ つ つ あるこ とを述べ て い る。また ， 「精 神薄 弱児に就て 」で は，矯正の た め の 体操を奨励す

　 べ き こ と も強調 して い る 。

ユ31

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokuriku 　University

12 北 野 　与　一

醐　留岡清男 （1937），「石井亮
一
年生 と其の 事業」，前掲書，pp ．297− 298．

  　脇田 良吉 （1933），前掲書 ， p ．7．， 15．脇田は 滝乃川学園を参観 し，
そ の 実践を研究 して い る。

鋤　精神薄弱問題史研窒会 （編）（1980），人物 で つ づ る精神薄弱靺育史，日本文化科学社 ，p．161．妹尾 ，

　正 は ，岩崎 が 石井か ら指導を受 けた と指摘 して い る。

励　岩野喜久代 （1936），
「カル ナ学園 を 見 る」，

1
児 童研 究 ， 第 6巻第 5 号，p ，53，岩野 は ，林 が 石井 に 師

　事したと報告して い る 。

圃 　精神薄弱問題史研究会 （編）（1980）， 前掲書 ， p．158．石井 は
， 藤倉学園創設 の 労をと っ て い る。

働　脇田良吉 （1915）， 前掲書 ， pp ．240− 245．

  　脇田良吉 （1933），．前掲書，p ．147．

鰰　岩崎佐一 （1941）， 「精神薄弱児童 の救護徹底策」， 精神衛生 ，第 9号 ，p．13．

〔57｝ 岩野喜久代 （193b）， 前掲論文 ，
　pp ．54− 55、障害児 は 「自分 の 力で 筋肉運動をす る こ とが出来な い か

　ら」，「治療体操器」とい う 「器械 の 力を借りて 身体方面の 筋肉を働らかせ るや うに 」 した と言わ れ る。

  　川田 貞治郎 （1958），厂精 神薄弱児の 教育 的治療法 に関す る一
試論

一
心練 を 中心 ど して

一
」，精神

　神経学雑誌 ，第 60巻 第 5号 ，p．　20 、 な お ，彼は ，こ の 「両訓練（p関係は部分的運動機能を各個 に訓練 し

　つ 1 全体的運動機能の 改良増進を予想す る」体操に 似 て い る と述べ て い る 。

  　藤倉学園 （1921），

’
大正九年度年報 ， 第 1 巻 ， p．20，

GO） 石井亮
一

（1940），「治療教育技術」，前掲書，　 p．210．，213．　　　　　　　　　 、

（61） 永塚けさ江 （1968），［川 田貞，治郎 に お ける心練一 基本動作訓練，
』
直観教育を通 して

一
」，東京学

　芸大学臨時養護学校教育養成課程卒業論文 ， pp ．12−18．

秘 川 田貞治郎 （1958），前掲論文，p．20．

（63） 西谷 三 四郎 （監）（1978），精神薄弱教育 の 基礎理論 と実践 ，日本図書文化協会 ，pp ．90− 1e6．．清水寛

　の 「JII田貞治郎の r教育的治療』 の 思想
一 序説

一
」 を参照 した 。

  　石井亮
一

（1904），前掲書，pp ．143− 144．、252−253．

（C5｝ 石井亮
一 q940＞・「治療教育技術」，前掲書，　PP ・304−206・

  　石井亮
一

（1918），「白痴教育 （中）」，神経学雑誌，第17巻第 9 号，p ．20．
　 　 　 　

  　石井亮
一

（1918）．前掲論文，p．20．　　　　　　　　　　　　　　　　　
t’t

鰓 　石井亮一
（1904），前掲書，pp ．252− 253．

  　石井亮
一

（1904），前掲書 ，p．253．
’

  　石井亮
一

（1904），前掲書 ， p．3．（序）　　　　　　
．
　　　　　　　　

’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　参　考　文　献

似 上 の他に ，次の よ うな文献を参考資料と した 。

● 菊池義昭 （1979），「滝乃川学園の 創立前後の 歴史的研究一 『女学雑誌 』 の 資料を巾心 と して 一 」，精

神薄弱者施設史研究，創刊号 ，pp ．25− 87．

・ 峰島厚 （1979），
「戦前の 精神薄弱者施殺

・
『滝乃川学園』 史研究 」，精神薄 弱 者 施 設 史研 究 ，創刊号 ，

　pp ．．88− 106．
。 石井亮

一
（1903）・，「白痴教育一斑」，

・
神経学雑誌第二 巻第

一
号附録神経学年報 ， pp ．58− 59．

● 石井亮
一 （1935），「精神薄弱児 の幼児 に おける状態に つ い て」，愛育，第 1巻第 5号，pp．18− 20．

● 滝の 川学園 （1910）．学園 の ま とゐ ，滝の 川学園 ，p．
』
24．

e 一番ケ瀬康子 （1964），「石井亮一伝」，精神薄弱問題史研究紀要，第 1号，pp ．15− 28．

・
一

宮俊
一

（1971）， 「わが函における初期 の 精神薄弱教育の性格」，徳島大学学芸紀要 ，教育科学，第19∵

　巻 ，PP ．1−9L
・ 津曲裕次 （1980）， 精神薄弱問題史概説 ，川島書店，pp ．39− 142・．

ユ32

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


